






要約:糖尿病者の歯科疾患のケアについては歯周炎が重要であるが、若年者についても同様

で、歯の交代期以降は十分な指導が必要であることがわかった。とくに側方歯群の交代期

では、X線写真による年 1～2回の精査が必要と考えられた。 


